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Ａ．研究目的 
新型コロナウイルス感染症等の動物由来感染症の

対策を講じるためには、人、動物、環境の分野を連

結させたワンヘルスアプローチに基づく分野横断的

な事業に取り組む必要がある。 

福岡県においては、令和３年１月に、福岡県ワン

ヘルス推進基本条例を公布、施行し、県としてワン

ヘルスの理念に基づく行動又は活動を推進し、動物

由来感染症をはじめとする課題に取り組んでいる。

県の事業として、愛玩動物病原体保有状況調査（犬

及び猫を対象とした重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）IgG, IgM抗体調査、SFTSV遺伝子検出、コ

リネバクテリウム・ウルセランス分離同定、ジフテ

リア毒素原性試験）及び野生動物病原体保有状況調

査（シカ、イノシシ、アライグマを対象とした

SFTS IgG抗体保有状況）を実施していく。

 一方、今後、動物由来感染症や動物種の対象を拡

大し、より網羅的かつ効率的な調査事業を行ってい

くためには、地域の実情に合わせた調査手法の開発

が必要である。また、ワンヘルスの視点で地域レベ

ルでの動物由来感染症対策を行うためには、地域の

医師会や獣医師会との協力関係構築や情報共有、さ

らには、県民の認識向上は欠かすことができない。

そこで、本研究では、地域におけるワンヘルスア

プローチ手法に基づく取組のモデル事業を確立する

ことを目的として、市中流行している動物由来感染

症起因病原体の網羅的探索手法の検討及び野生生物

の生息状況把握手法の開発に加え、ワンヘルスに資

する人材育成のための医師、獣医師会向け研修会の

実施並びに地域ネットワーク構築によるワンヘルス

の普及啓発に取り組む。 

動物由来感染症のサーベイランスは、多くの研究・

行政機関、また民間の調査研究機関等によって行わ

れてきたが、それらを集約・一元化したデータベー

スはこれまで作成されていない。そのため、これま

での調査報告を広く情 報収集し、集積されたデータ

の分析を行い、国内の産業動物、愛玩動物及び野生

動物の動物由来感染症サーベイランスに関する情報

のデータベース化を行う。 

さらに、これまで主に人医療の面からマニュアル

化されることの多かった動物由来感染症の検査法に

ついて、各種の動物から病原体を検出する場合にそ

れぞれ適切な検体採取法及び検査法等に関する知見

を集約し、動物を対象とした動物由来感染症サーベ

イランスのガイダンスとしてまとめる。

Ｂ．研究方法 

1）福岡県モデルの構築

①動物由来感染症起因病原体の網羅的探索

動物由来感染症における起因病原体の網羅的探

索を目的に、次世代シークエンサー（NGS）を用い

た RNA-seq による検出系の構築を行った。行政検

査等において原因不明（検査陰性）となったマダ

ニ媒介感染症疑いの臨床検体（21 事例、43 検体）

及びマダニ媒介感染症の届出の多い地域を中心に

採集した植生マダニ（62 匹、4 プール検体）を検

体とし、NGS を用いた病原体の検出を行った。

また、ウイルスのみならずマダニ媒介感染症に

関わるリケッチア、細菌を幅広く探知できる検出

系の確立のため、ターゲットキャプチャー法によ

る検出系の検討を行った。 

②野生生物生息状況把握手法開発

哺乳類（進捗に応じて魚類、鳥類、微生物、植

物等の多様な生物種を含む）を対象として、デー

タベースを整備したうえで、山間部や人里に近い

環境の水（池などの溜水や河川などの流水）を試

料としたメタバーコーディング手法による網羅的

な環境 DNA 調査手法を検討し、解析を行う。本研

究で得られた結果は、個体調査等の生態観測デー

研究要旨： 

１）福岡県では、One Health推進地域として積極的に各種事業に取り組んでいる（福岡モデル）。

本研究では、地域におけるワンヘルスアプローチ手法に基づく取組のモデル事業を確立することを

目的として、①動物由来感染症起因病原体の網羅的探索手法の検討及び②野生生物の生息状況把握

手法の開発に加え、③地域ネットワーク構築によるワンヘルスの普及啓発及び④ワンヘルスに資す

る人材育成のための医師、獣医師会向け研修会の実施に取り組んだ。２）動物由来感染症の検査法

について、各種の動物から病原体を検出する際の検体採取法および検査・診断法等について適切な

方法を検討し、国内の野生動物および愛玩動物等を対象とした動物由来感染症サーベイランスのガ

イダンスとしてまとめるため、各感染症の研究者の協力を得て作成を進めた。具体的にはガイダン

スの作成対象として、ウイルス、細菌、真菌、原虫および条虫を病原体とする計 15 種の動物由来感

染症を選定し、それぞれの感染症の病原体の検出方法を中心に、ガイダンスをまとめた。今回作成

した動物由来感染症のガイダンスは、今後動物由来感染症のサーベイランスを実施していく上で非

常に有用であり、ワンヘルスの推進、ひいては公衆衛生の向上・増進に寄与することが期待される。

３）動物由来感染症のサーベイランスは、多くの研究・行政機関、また民間の調査研究機関等によって行

われてきたが、それらを集約・一元化したデータベースはこれまで作成されていない。そのため、これま

での調査報告を広く情 報収集し、集積されたデータの分析を行った。
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タと照合することにより妥当性を評価し、野生生

物調査手法を確立する。また、県事業として実施

する野生動物抗体調査の結果との関係を検証し、

調査対象とする野生生物の最適化を行う。 

③ワンヘルスの普及啓発 

県民のワンヘルスに対する認識を向上させるた

めのモデル的な取組として、動物由来感染症対策

等ワンヘルスに関する動画を作成し、配信する。

また、リーフレットを作成し、県内企業における

社員研修等で活用するほか、県や医師会、獣医師

会が主催するイベントを開催する。 

④医師会、獣医師会向け研修会の開催 

県医師会（研究協力者）及び県獣医師会（研究

協力者）と連携し、医師及び獣医師向けのワンヘ

ルスに関する研修会を実施する。この研修会は、

国立感染症研究所の協力のもと実施することを計

画している。この研修等により、医療関係団体に

おけるワンヘルスに資する人材を育成するととも

に、ワンヘルス推進の基盤となる自治体と医療関

係団体が連携した地域ネットワークを構築する。 

 

２）ガイダンスの作成 

国内の野生動物、愛玩動物および産業動物から

病原体を検出する際の検体採取法および検査・診

断法等について、適切な方法を検討し、各感染症

の疫学情報等とともに動物由来感染症サーベイラ

ンスを実施する際のガイダンスとしてまとめた。 

ガイダンスの作成対象として、ウイルス感染症

である E型肝炎、狂犬病、重症熱性血小板減少症

候群（SFTS）およびハンタウイルス感染症（腎症

候性・肺症候群）の 4種、細菌感染症であるオウ

ム病、コリネバクテリウム・ウルセランス感染

症、細菌性犬・猫咬傷感染症、炭疽、ブルセラ

症、野兎病およびレプトスピラ症の 7種、真菌感

染症であるクリプトコックス症、原虫感染症であ

るクリプトスポリジウム症およびトキソプラズマ

症の 2種、条虫感染症であるエキノコックス症の

計 15 種の感染症を選定しし、各感染症を専門と

する研究者に研究協力あるいは原稿執筆依頼の形

でガイダンスの作成を依頼した。これらの 15感

染症については基本的に人（患者）由来検体の検

査法が確立しており、その多くがマニュアル化さ

れているが、それらの検査法のうち、動物由来検

体の検査にも適用し得る手法を、各感染症のガイ

ダンスを作成する専門家が検討し、選定した。そ

の上で各種の動物からの検体採取法やその保存・

輸送法についての項目を記載し、また各検査法を

動物由来検体に適用するに当たり、変更を要する

点を対象動物種毎に検討し記述した。さらに各感

染症の病原体の性状や疫学情報などについてもま

とめ、それぞれの感染症のガイダンスを作成し、

その全体を研究分担者がとりまとめて編集した。 

 

３）データ収集 

調査対象疾患 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律（感染症法）に定める一～四類感

染症、及びその他動物由来感染症として重要と

考えられる感染症の疾患を調査対象とした。 

 
 

調査対象情報 

1990 年以降に実施された調査研究のうち、国

内の野生動物及び愛玩動物※が保有（血清、糞

便、食肉等）する動物由来感染症の病原体の定性

的検査に基づく保有割合、個体の汚染濃度（菌

数、ウイルス量、寄生虫数等）に関する情報 

※家畜（牛、豚、馬、羊、山羊）以外の哺乳類、

家きん（鶏、あひる）以外の鳥類、爬虫類。 

※魚類、節足動物（ダニ、蚊等）は含まない。 

※展示動物も含める 

 

情報源 

報告媒体を対象に、国内の大学、地方衛生研究

所の研究者・組織が発表した学術論文・学会報

告・公式報告等を収集した。 

 
 

検索方法 

KAKEN、J-Stageの両データベースにおいて、以

下の条件で検索を行った。 

-データベース： 

科学研究費助成事業データベース KAKEN （国立

情報学研究所が提供）          

https://kaken.nii.ac.jp/ja/ 

J-Stage（国立研究開発法人科学技術振興機構 

(JST)が提供）      

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-

char/ja/ 

 

検索式： 
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“各感染症名”+”サーベイランス” 

“感染症”+“サーベイランス” 

“愛玩動物”+“サーベイランス” 

“野生動物”+“サーベイランス” 

“サーベイランス” 

 

対象期間：「1990 年～2022 年」 

 

ヒットした文献について、タイトル・要旨を確認

の上、本調査の対象文献を選定した。 

整理項目 

タイトル 

代表者 

所属 

報告媒体 

調査時期 

調査都道府県（地域） 

病原体の分類 

サーベイランス対象となる動物種 

保有状況 

汚染濃度の指標 

レファレンス資料 

 

（倫理面への配慮） 

福岡モデルで動物由来感染症起因病原体の網羅的

探索については、「人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針」に基づく福岡県疫学倫

理審査委員会（委員長藤野昭宏産業医科大学教授）

により審査を行った。審査では、行政検査として

人体から取得された試料を本研究に用いることか

ら、インフォームドコンセントは不可能であるが、

匿名化及びオプトアウトを実施することを記載し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

１）福岡モデル構築 

(1)動物由来感染症起因病原体の網羅的探索 

 Illumina 社のライブラリー調製キットを使用

した RNA-seq の検出系を構築し、マダニ媒介感染

症疑い臨床検体（21事例、43検体）について、解

析を行った（表 1）。その結果、1 事例からリケッ

チア様のリードが検出された。最も相同性の高い

配列は Rickettsia felis であった。また、別の 1

事例から SFTSウイルスのリードが検出された。こ

の検体は過去の SFTS 検査で陰性であったもので

あるため、その理由がプライマー領域の変異によ

るものなのか、ウイルス量の問題であるのか検討

を行った。使用した 2つのプライマーセット（set1

および set2）のうち、set 2 に 1塩基の変異がみ

られたが、set 1 にはなかったことから検査陰性

となったのはウイルス量の問題であったと考えら

れた。一方で、少ないウイルス量の検体でも RNA-

seq で探知できた事例であったと考えられた。さ

らに、別の 1 事例からはライノウイルス C のリー

ドが検出された。典型的な症状や検査所見はみら

れないが、マダニ刺咬歴があったことからマダニ

媒介感染症が疑われた事例であった。 

 マダニ検体からの病原体検出のため、採集した

マダニ 62匹を 4プール検体として、構築した RNA-

seq による解析を行った（表 2）。その結果、新規

フレボウイルスである Okutama tick virus およ

び Dabieshan Tick Virus が検出された。これらウ

イルスのヒトへの感染性は不明であるが、今後注

視する必要があると考えられた。 

上記の Illumina 社のライブラリー調製キット

による RNA-seq は RNAウイルスをターゲットとす

るため、リケッチアや細菌の検出は難しい。そこ

で、マダニ媒介感染症に関わる病原体を幅広く探

知 で き る 検 出 系 の 構 築 を 目 的 に 、 Twist 

Bioscience 社のライブラリー調製キットを使用

したターゲットキャプチャー法による検出系の構

築を行った。マダニ媒介感染症に関わるウイルス、

リケッチア、細菌を感度良く検出できるよう、こ

れらに対応したキャプチャープローブを新たに設

計した。R.japonica を指標として構築した検出系

の評価を行ったところ、良好な感度が確認され、

マダニ媒介感染症に関わる病原体を幅広く探知で

きる検出系としての可能性が示唆された。 

 (2)野生生物生息状況把握手法開発 

 動物由来感染症の宿主である哺乳類を対象とし

た環境 DNA 調査の精度向上のため、DNA データベ

ース整備を進めている。福岡県内での生息記録が

ある陸生哺乳類 39種のうち、国際塩基配列データ

ベースにおいて未登録又は登録数が 2 件以下の種

を調査し、捕獲方法等を考慮してサンプル確保優

先種を 9 種選定した。この内、これまでに 6 種の

サンプルを確保した。また、従来から哺乳類の生

息状況調査を行っている調査地内及び下流河川の

計 7 地点において、哺乳類を対象とした環境 DNA

調査を実施した。その結果、生息が確認されてい

るイノシシの DNA を調査地内の水から検出できた。

一方、哺乳類を標的とした環境 DNA の捕集方法に

関しては、ヌタ場のように著しく懸濁した環境水

もあるため、DNA 抽出に使用するろ過フィルター

や環境試料（水、土）の検討を進めている。また、

観察による鳥類調査を実施している人工湿地内 5

地点において鳥類を対象とした環境 DNA 調査を実

施した結果、当該地点で確認された複数の水禽類

の DNA を検出することができた。しかし、今回採

用した環境 DNA 調査の手法では、登録されている

標的領域の DNA 配列が同一であることから分類が

できない近縁種が存在することも明らかとなった。 
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（3）ワンヘルスの普及啓発 

 県民のワンヘルスに対する認識を向上させるた

めのモデル的な取組として、動物由来感染症対策

等ワンヘルスに関する動画を作成し、ＷＥＢ配信

すると共に、種々のイベントでも紹介した。また、

リーフレットを作成し、県内企業を始め小中高校

生への啓発にも取り組んだ。更に、獣医師会等と

連携し、福岡県“One Health”国際フォーラム（2022

年 11 月 12日～13日、福岡市）やワンヘルスフェ

スタ（2022 年 11 月 3 日、北九州市）などの開催

を開催した。 

（4）医師会、獣医師会との地域ネットワーク構築 

県医師会、獣医師会の協力のもと、医師、獣医

師を対象にしたワンヘルス研修会を開催。人獣共

通感染症や薬剤耐性菌に関する専門家を招聘し最

新の知見について、情報共有を図るとともに、ワ

ンヘルスアプローチの重要性について、意見交換

を行った。 

 

２）ガイダンス作成 

それぞれの動物由来感染症においてサーベイラ

ンスの対象として想定される各種の動物における

病原体の検出方法を中心に、各感染症の疫学情報

等とともに各ガイダンスをまとめた。ガイダンス

に記載のある各感染症の検査法を表 1にまとめ

た。適用される検査法として最も多いのは検体か

らの遺伝子検出であり、次いで病原体の分離を行

ってその各種性状を確認する病原体検出や抗体価

を測定する抗体検出が多くの感染症で有用であ

る。一部の感染症では抗原検出や毒素検出の手法

も用いられる。 

遺伝子検出は各動物種に広く応用可能である

が、人患者の検査室診断と動物の疫学調査では検

査対象とするサンプルがそれぞれ異なる場合があ

り、また抗体検出においては判定基準を対象動物

毎に決定する必要があるなど、対象動物が多岐に

亘るほど多くの検討、各論的記述が必要であっ

た。 

各感染症のガイダンスについては別添 1を参

照。 

 

 

３）データ収集 

サーベイランス事例リストの作成 

各情報源から収集できた文献数は以下のとおり。 

国・自治体のサーベイランス報告：587件 

J-stageにて閲覧可能なサーベイランス報告：

109 件 

KAKEN にて閲覧可能なサーベイランス報告：15

件 

 

各文献について、前述の整理項目に沿って情報を

抽出・整理した。 

 
 

収集した情報の概要 

調査対象疾患のうち、29 疾患で報告あり。 

報告があった地域数は 45都道府県。東京都での

サーベイランス実施報告が最多。 

 
 

動物種は 53種。そのうちイヌ、ネコなどの愛玩

動物が大部分を占める。 

 
 

各論の詳細は後述のスライドに記しました。 

 

Ｄ．考察 

１）福岡モデル構築 

本分担研究では、地域におけるワンヘルスアプロ

ーチ手法に基づく取組のモデル事業として、①動

物由来感染症起因病原体の網羅的探索手法の検討

と②野生生物生息状況把握手法の開発を実施して

いる。加えて、医師会、獣医師会との地域ネット
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ワークの構築を図っている。病原体の網羅的探索

手法の検討では、原因不明のマダニ媒介感染症疑

い検体及びマダニ検体からの病原体検出の可能性

が示唆される結果が得られた。また、野生生物生

息状況把握手法の開発では、福岡県内に生息する

哺乳類のＤＮＡデータベースの整備及びイノシシ

などの環境ＤＮＡ調査等を行い、サンプリングや

環境ＤＮＡ補修方法の検討を行っている。両事業

とも、検討段階ではあるが、両手法を用いること

により、動物由来感染症における病原体と宿主に

関する情報が得られ、地域のワンヘルスアプロー

チとなると考えられる。さらに、今後は、福岡県

のみではなく、全国の自治体への横展開が必要で

あると考えられる。 

 

２）ガイダンス作成 

動物由来感染症は、その病原体も感染源となる

動物も多種多様であり、優先的にガイダンスを作

成していくべき感染症の選択が難しいが、本研究

では国内における人・動物それぞれでの発生状況

や感染症法上の扱いなどを考慮して優先度を決定

し、15種の感染症を選定した。重要でありながら

各種の動物のサーベイランスに資するガイダンス

が整備されていない動物由来感染症は未だ多く残

っており、それらの整備をしつつ、作成したガイ

ダンスを広く一般に利用できる形で公開すること、

またその周知を図っていくことが今後の課題とな

る。 

 

３）データ収集 

1990 年-2022年までの野生動物・伴侶動物由来感

染症のサーベイランスに関する情報を 4561 件集

めたエクセルを作成できた。これにより、過去の

論文の検索が非常に簡便となった。これらを有効

に使用することにより、野生動物における感染症

の過去の情報と現在の情報の比較が可能になっ

た。 

 

Ｅ．結論 

１）福岡モデル構築 

 福岡県における One Health アプローチが順調

に進んでいる。更に発展させるとともに、横（他

地域）への展開も行う必要がある。 

 

２）ガイダンス作成 

動物由来感染症は、その病原体も感染源となる

動物も多種多様であり、優先的にガイダンスを作

成していくべき感染症の選択が難しいが、本研究

では国内における人・動物それぞれでの発生状況

や感染症法上の扱いなどを考慮して優先度を決定

し、15種の感染症を選定した。今後、これらのガ

イダンスがサーベイランスで活用される中で得ら

れる知見がフィードバックされることにより、検

体採取法や検査法についてさらなる最適化を進め

ることができると考えられる。重要でありながら

各種の動物のサーベイランスに資するガイダンス

が整備されていない動物由来感染症は未だ多く残

っており、それらの整備をしつつ、作成したガイ

ダンスを広く一般に利用できる形で公開すること、

またその周知を図っていくことが今後の課題とな

る。 

 

３）データ収集 

野生動物の感染症の研究を実施するにあたり、国

内の基盤となる情報ファイルが作成できた。これ

を野生動物・伴侶動物における感染症の対策の基

盤として、今後も情報を集積する必要がある。ま

た、得られたデータの公開についても検討する。 

 

Ｆ．健康危機情報 

RT-PCR 法で検出されなかった患者が次世代シー

クエンスで発見された。 
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13. 松鵜 彩、越田雄史、石嶋慧多、平良雅克、立

本完吾、前田 健「対馬における動物の重症熱

性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス特異的

抗体保有状況の調査」第 165 回日本獣医学会

学術集会、神奈川県相模原市・麻布大学、2022

年 9月 6日～8日 

14. 石嶋慧多、横野航太、福士秀悦、朴ウンシル、

平良雅克、立本完吾、黒田雄大、ビルへスメ

ンドーサ ミラグロス、原田倫子、井上雄介、

松鵜 彩、森川 茂、前田 健「RT-LAMP法によ

る猫からの簡易・迅速 SFTS ウイルス遺伝子検

出」第 165 回日本獣医学会学術集会、神奈川

県相模原市・麻布大学、2022 年 9 月 6 日～8

日 

15. 井上雄介、小林大介、松田麻未、加来義浩、

石嶋慧多、黒田雄大、立本完吾、Milagros 

Virhuez Mendoza、原田倫子、西野綾乃、下田 

宙、伊澤晴彦、鈴木亮介、前田 健「新規フラ

ビウイルスの遺伝子検出及び血清学的調査」

第 165 回日本獣医学会学術集会、神奈川県相

模原市・麻布大学、2022 年 9月 6日～8日 

16. ビルヘスメンドーサ ミラグロス、朴ウンシル、

石嶋慧多、黒田雄大、立本完吾、井上雄介、

原田倫子、西野綾乃、山本つかさ、吉河智城、

下島昌幸、海老原秀喜、森川 茂、前田 健
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「 Differentiation of smallpox live 

attenuated vaccine (LC16m8) from the 

other orthopoxviruses」第 165回日本獣医学

会学術集会、神奈川県相模原市・麻布大学、

2022 年 9月 6日～8日 

17. 朴ウンシル、立本完吾、下島昌幸、吉河智城、

石嶋慧多、平良雅克、西條政幸、森川 茂、前

田 健「SFTSV の病原性関連遺伝子」第 4 回

SFTS 研究会、山口大学及び Web、2022 年 9月

10 日 

18. 石嶋慧多、横野航太、福士秀悦、朴ウンシル、

平良雅克、立本完吾、黒田雄大、Milagros 

Virhuez Mendoza、原田倫子、井上雄介、松鵜 

彩、森川 茂、前田 健「RT-LAMP法の獣医臨床

現場での応用に向けた検討」第 4回 SFTS研究

会、山口大学及び Web、2022年 9月 10日 

19. 平良雅克、石嶋慧多、立本完吾、朴ウンシル、

西嶋陽奈、太田茉里、佐藤重紀、髙松由基、

吉河智城、黒須 剛、下島昌幸、西條政幸、前

田 健「千葉県の不明熱患者における重症熱性

血小板減少症候群遡及調査とシカでの血清疫

学調査」第 4 回 SFTS 研究会、山口大学及び

Web、2022年 9月 10日 

20. 立本完吾、石嶋慧多、朴ウンシル、平良雅克、

黒田雄大、ミラグロスビルベスメンドーサ、

井上雄介、原田倫子、西野綾乃、山本つかさ、

鈴木和男、前田 健「野生動物における重症熱

性血小板減少症候群ウイルスの感染状況の動

物種間比較」第 4回 SFTS 研究会、山口大学及

び Web、2022 年 9月 10日 

21. 松鵜 彩、土井寛大、越田雄史、石嶋慧多、立

本完吾、吉田彩子、羽山伸一、前田 健「対馬

の動物における重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）ウイルス特異的抗体保有状況調査」

第 4回 SFTS 研究会、山口大学及び Web、2022

年 9月 10日 

22. 坂井祐介、武良千里南、櫻井 優、森本将弘、

鈴木忠樹、前田 健「SFTS感染ネコのリンパ節

における胚中心反応と細胞死の組織学的検索」

第 4回 SFTS 研究会、山口大学及び Web、2022

年 9月 10日 

23. 朴ウンシル、立本完吾、石嶋慧多、下島昌幸、

吉河智城、宇田晶彦、西條政幸、森川 茂、前

田 健「SFTSV 分離株間の病原性の比較」第 22 

回 人と動物の共通感染症研究会学術集会、オ

ンライン、2022年 10月 29日 

24. 井上雄介、小林大介、松田麻未、加来義浩、

石嶋慧多、黒田雄大、立本完吾、Milagros 

Virhuez Mendoza、原田倫子、西野綾乃、下田 

宙、伊澤晴彦、鈴木亮介、前田 健「単回感染

性粒子を用いた新規フラビウイルスの血清学

的調査への試み」第 22 回 人と動物の共通感

染症研究会学術集会、オンライン、2022年 10

月 29 日 

25. 鈴木道雄、亀山光博、梅田 薫、今岡浩一、前

田 健「Capnocytophaga canimorsus 国内分離

株の莢膜型の解析」第 22 回 人と動物の共通

感染症研究会学術集会、オンライン、2022 年

10月 29日  

26. 石嶋慧多、宇田晶彦、洲山有美、宇根有美、

坂井祐介、山田壮一、角崎英志、立本完吾、

黒田雄大、ビルへスメンドーサ ミラグロス、

井上雄介、原田倫子、西野綾乃、福士秀悦、

永田良一、森川 茂、前田 健「マルチプレッ

クスビーズアッセイを用いた B ウイルス特

異的抗体の検出」第 69回日本ウイルス学会学

術集会、長崎県及び Web、2022 年 11 月 13 日

～15日 

27. 朴ウンシル、黒田雄大、加来義浩、奥谷晶子、

立本完吾、石嶋慧多、堀田明豊、井上雄介、

原田倫子、網 康至、宇田晶彦、原田俊彦、志

和 希、坂井祐介、岩田奈緒子、白倉雅之、鈴

木康司、永田典代、鈴木忠樹、長谷川秀樹、

前田 健「SARS-CoV-2 変異株の猫における病

原性比較」第 69回日本ウイルス学会学術集会、

長崎県及び Web、2022年 11月 13日～15日 

 

３．講演会 

1. Ken Maeda”Recent Occurrence of Zoonosis 

in Japan” Joint symposium: Infectious 

Disease Control and One Health Approach. 

The 16th China-Japan-Korea Forum for 

Communicable Disease Control and 

Prevention (WEB) December 8, 2022 9:20-

18:00 

2. 前田 健「マダニが媒介する重症熱性血小板

減少症候群(SFTS)」日本医師会・日本獣医師

会・厚生労働省による連携シンポジウム

「COVID-19 時代をペットとともに乗り切る

－COVID-19 だけじゃない人と動物の感染症

－」令和 4年 11月 13日 13:00-15:30 

3. 前 田  健 「 Emerging Tick-Borne Viral 

Infectious Diseases In Asia 」 Special 

symposium Part II“One Health Approach 

from Asia <Zoonosis and One 

Health>”November 11, 2022 

4. 前田 健、西浦 博、伊藤直人、西園 晃、井

上 智「国内の狂犬病対策について」第 63 回

日本熱帯医学会大会・第 26 回日本渡航医学会

学術集会シンポジウム 2 熱帯医学における

One Health、2022 年 10月 9日（日）別府ビ

ーコンプラザ 
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5. 前田 健「動物由来感染症を考える：One 

Healthアプローチの重要性」東京理科大学-国

立感染症研究所第 4回感染症勉強会 2023年 3

月 8日 18:00- Zoom 

6. 前田 健「動物由来感染症の蔓延：One Health

アプローチの重要性」第 6 回獣医微生物学フ

ォーラム特別講演 2023年 3月 4日東京大学中

島薫一郎記念ホール 

7. 前田 健「マダニ媒介感染症：東北でも注意！」

山形県公衆衛生学会特別講演 令和 5 年 3 月

1 日（金）13:10-14:30 山形県立保健医療大

学 

8. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

の現状について」滋賀県獣医師会令和 4 年度

人獣共通感染症研修会令和 5年 2月 1日（水）

14:10-15:00 ボストンプラザ草津 6階 

9. 前田 健「マダニ媒介感染症 SFTSの感染拡大」

神戸大学大学院医学研究科メディカルトラン

スフォーメーション研究セ ンター令和 5年 2

月 10 日（金）10:25-11:55 淡路夢舞台国際会

議場 

10. 前田 健「動物と楽しく暮らすために知って

おきたい動物由来感染症」感染症市民公開講

座 知らなかった感染症の「へぇー、そうな

んだ！」2023/1/10（火）18:30〜20:00 Zoom 

Webinarによるオンライン 

11. 前田 健「新型コロナウイルスの変異と病原

性」日本バイオセーフティ学会 第 21 回総

会・学術集会特別講演 1 我が国における新

型コロナ感染症対策Ⅰ戸山サンライズ（東京

都新宿区）令和 4年 12月 6日 15:15～16:00 

12. 前田 健「感染症対策における One Healthア

プローチの重要性」第 69 回日本ウイルス学会

学術集会教育セミナー2（共催：アドテック株

式会社）令和 4年 11月 14日 12:40-13:40 

13. 前田 健「研究費獲得に向けた試行錯誤の連

続：これまでも、これからも」山口大学教職員

のための大型資金獲得セミナー 2022 年 9 

月 22 日（木）16:00～18:00 山口大学常盤キ

ャンパス 

14. 前田 健「動物由来感染症の情報と気を付け

るべき対応」ペストコントロールフォーラム 

東京都ペストコントロール協会と武蔵野市の

共同開催 2022年 9月 WEB 開催 

15. 前田 健「新興感染症の現状とその発生要因：

One Health approachの重要性」日本バイオ

セーフティ学会 設立 20周年記念講演 令和 4

年 9月 9日（金）11時から 14時ホテル プリ

ンセスガーデン 

16. 前田 健「動物由来感染症からペットを守り、

自分を守る」獣医学術中国地区学会市民公開

講座山口グランドホテル 2 階孔雀令和 4 年 9

月 3日 14:20-15:30 

17. 前田 健「人と動物の共通感染症」ワンヘル

ス サマーセミナー飯田高原ボスコ: 2022年

8月 27日（土）15～16時 

18. Ken Maeda“One Health Approach” The 4th 

international summer course on 

sustainability of tropical animal 

production. 8th July, 2022 11:00-

12:00(JP) (WEB) 

19. 前田 健「SFTS の発生から 10年と今後の課

題」衛生微生物技術協議会第 42回研究会 令

和 4 年 6 月 30 日（木）15:10-16:10（質疑応

答含む） 

20. 前田 健「日本・アジアにおける動物由来感

染症の広がり（経緯や現状の概観）とワンヘ

ルスの観点からの対策・研究にあたっての課

題や留意点」第 3 回 IDE ワンヘルス研究会 

2022 年 6 月 17 日（金）15～18 時アジア経済

研究所 C21 会議室＋Zoom オンライン 

21. 前田 健「One Health の時代:基礎研究の蓄

積と多分野連携へ」第 9 回筑波大学・東京理

科大学合同リトリート2022 年5月29日（日） 

13：00～18:00 東京理科大学 生命医科学研

究所 2 階大講義室ハイブリッド開催（オンラ

イン開催） 

22. Ken Maeda “Back to its roots: JEV in 

people and animals in Japan” Japanese 

Encephalitis Virus – International One 

Health perspectives – 21 April, 3:00-4:30 

pm AEDT, 2022 

23. 前 田  健 「 人 獣 共 通 感 染 症 」 FETP 

Introductory Course 2022 2022/04/26 会場 

感染研(飯田橋オフィス) 

24. 前田 健「SFTS から One Health について考

える」令和 3 年度高知県公衆衛生獣医師協議

会研修会、総合あんしんセンター2 回保健所

大会議室、令和 4年 4月 16日（土）14：00～

16：30（質疑応答含む） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

  なし 

 

２．実用新案登録 

  なし 

 
３．その他 

  なし 
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